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1. はじめに

　前報（その１）に引き続き、ここでは、コンクリート

の種類による圧送性について報告する。

２．調査結果および考察

2. 1　圧送性が悪いときの現象

　圧送性が悪いときの現象を図１に示す。回答数は、全

体的にスランプが小さくなるほど多くなった。これは、

スランプが小さいほど圧送負荷が大きいためと考えられ

る。また、吐出量は、圧送条件や圧送するコンクリート

によって左右し、加えて筒先の締固め等の作業速度に

よっても異なる。すなわち、打ち込む部材が同一の場

合、スランプが小さいほど締固め時間を要するため吐出

量が小さくなり、圧送性が悪いと感じる技能者が多いも

のと考えられる。さらに、日本コンクリート工学協会

（現：日本コンクリート工学会）「コンクリート圧送工法

ガイドライン20 0 9 および解説」１） において規定されて

いる圧送条件に応じたスランプ低下の標準値に示されて

いるように、スランプが小さいほど圧送によるスランプ

ロスが大きいことが影響していると考えられる。以上の

ことから、スランプ1 2 c m の圧送性が悪いときの現象と

して、「主油圧の過大」や「圧力損失の過大」、「スラン

プロスの過大」が多くなったと考えられる。一方で、A E

減水剤コンクリートでスランプ2 1 c m 以上の軟練りのコ

ンクリートの場合は、「コンクリートの材料分離」が他

主油圧の過大

コンクリートの材料分離

スランプロスの過大

圧力損失の過大

その他

主油圧の過大

コンクリートの材料分離

スランプロスの過大

圧力損失の過大

その他

主油圧の過大

コンクリートの材料分離

スランプロスの過大

圧力損失の過大

その他

90120 0 300 30 60 90

AE減水剤

コンクリート
92

3

60 90 120 0 30 60

17

28

18

16

0

120

調査
項目

高性能

AE減水剤

コンクリート
(呼び強度

45以下)

高性能

AE減水剤

コンクリート
(呼び強度

50以下)

106

74

スランプ21㎝以上

アンケート累計回答数 (件) アンケート累計回答数 (件) アンケート累計回答数 (件) アンケート累計回答数 (件)

120 0 30 60 90

スランプ12㎝以下 スランプ15㎝ スランプ18㎝

40

48

50

36

3

16

7

2

48

42

5

2

0

35

11

2

78

30

68

43

65

53

30

40

34

35

26

38

28

2

64

49

0

24

19

17

24

12

39

18

26

26

28

16

20

22

0

45

43

に比べて著しく多くなった。しかし、高性能 A E 減水剤

コンクリートでスランプ2 1 c m 以上の場合は、呼び強度

が大きくなるほど「コンクリートの材料分離」が少なく

なり、「主油圧の過大」が多くなった。これは、呼び強

度が大きくなると一般に単位セメント量が多くなり、コ

ンクリートの粘性が増大することが考えられる。この粘

性の増大が、コンクリートの材料分離抵抗性を向上さ

せ、反対に圧送負荷を増大させたことが回答に影響して

いるものと考えられる。

2.2 圧送が困難な配管条件

　圧送が困難な配管条件を図２に示す。回答数は、2 . 1

圧送性が悪いときの現象と同様に、スランプが小さくな

るほど多くなった。これは、前述のように、スランプが

小さいほど圧送負荷が大きくなること，スランプロスが

大きいことおよび筒先の作業速度によって吐出量が小さ

くなることが影響していると考えられる。また、コンク

リートの種類によってばらつきはあるものの、「長距離

圧送」、「高所への圧送」、「下向き配管」、「C F T 柱への圧

入」の順で回答が多い傾向を示し、日本建築学会「コン

クリートポンプ工法施工指針・同解説」２)（以下、ポン

プ指針とする）に記述されている高度な技術を必要とす

るコンクリート施工が多かった。しかし、AE 減水剤コン

クリートでスランプ2 1 c m 以上の軟練りのコンクリート

の場合は、「下向き配管」が最も多かった。2.1 圧送性が

図１　圧送性が悪いときの現象
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悪いときの現象において A E 減水剤コンクリートでスラ

ンプ21 cm 以上の回答は、「コンクリートの材料分離」が

多く、下向き配管は鉛直配管における落下によるコンク

リートの材料分離・閉塞が最も懸念されるためと考えら

れる。

2.3 圧送性が悪い要因

　圧送性が悪い要因を図３に示す。圧送性が悪い要因

は、全体的に「品質のばらつき」が多く、この傾向は、

スランプが小さいほど顕著であった。レディーミクスト

コンクリートを調査した黒田ら３） の報告によると、ス

ランプが小さいほどスランプのばらつきが大きくなると

しており、この影響が回答に表れたものと考えられる。

さらに、「ポンプの能力不足」も多く回答され、このポンプ

の能力不足の要因の一つにポンプの老朽化が考えられる。
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　本調査で得られた知見を以下に示す。

（１）圧送性が悪いときの現象の回答は、コンクリート

　　 の種類によって異なる傾向が見られた。

（２）圧送が困難な配管条件の回答は、ポンプ指針２) に

　　 記述されている高度な技術を必要とするコンクリー

　　 ト施工が多かった。

（３）圧送性が悪い要因は、「品質のばらつき」が多く、

　　 この回答はスランプが小さいほど顕著であった。

図２　圧送性が困難な配管条件

図３　圧送性が悪い要因
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